









































　坪内士行は、1887 年（明治 20 年）８月 16 日、日本で初めてシェイクス
ピア作品を完訳したことで有名な坪内逍遥の次兄義衛の二男として生まれ、



















































































































































































































































































































（1） 本論は、2016 年度大谷学会研究発表会（2016 年 10 月 24 日）における発表に
加筆修正を加えたものである。
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